
（別紙３）

～ 令和7年　3月　22日

（対象者数） 29 （回答者数） 17

～ 令和7年　3月　22日

（対象者数） 11 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・日々のフィードバックの中で困りごとがないか

を把握しておく

2

・プログラムのバリエーションを増やしていく

3

・定期的な勉強会

・外部研修への参加

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・個別療育の日を設け年齢問わず利用できる環境

を整える

2

3

○事業所名 放課後growのおと　谷町教室

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・曜日によって利用できる年齢に制限があり ・より年齢に合った支援を提供できるよう制限を設

けている

・困りごとや相談がある際は適宜応じている ・言葉のみでなく文章で提示している

・日々異なるプログラムを実施している ・年齢、目的に合わせてプログラム内容を考えてい

る

・複数の療法の考え方を取り入れている ・感覚統合、ABA、PECS、TEACCH、SCERTSの

考え方を取り入れている

・日々の記録のチェックリストに入れている

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


